平成24年11月30日
“原発再稼働とFIT(電力全量買い取り制度)のスタート”

再生可能エネルギーはどのような展開になるのか?

エコリサーチG  FURUKAWA
1 主要国の発電の電源別構成について

別紙　参照(電源別構成、および国，地域別の建設中，計画中の原発)
2 FIT(フィールド.イン.タリフ)開始後の再生可能エネルギーの普及計画

☆再生エネ競う企業(メガソーラ設備計画)

☆地産地消型再生エネの導入事例と傾向

　　別紙　参照

③FIT制度活用の増大と限界について

　☆ドイツの動向(別紙

　☆我が国は?　 (別紙

④奈良県の現状と計画について

⑤意見交換会

　

☆原発ゼロで日本のエネルギー政策はどのような展開になるのか？

　☆今後、果たして再生可能エネルギーは普及拡大するか?

※説明用の資料は当日、配布します。

※資料は今年7月以降の日経、朝日、産経新聞、日経エコロジーなどの記事から抜粋して作成したものです。

以上
２０１２年１１月３０日
エコリサーチグループ　　内海　孝
「固定価格買取(FIT)制度について」発表概要
１．日本の再生可能エネルギー導入促進制度の変遷
　RPS制度の導入→太陽光発電の余剰電力買取制度スタート(RPS制度とFIT制度を併用）→再生可能

エネルギーの固定価格買取制度スタート(FIT制度に全面移行)

２．固定価格買取(FIT)制度の概要
　　７月からスタートしたFIT制度の調達区分・調達価格・調達期間、賦課金(サーチャージ)

３．ドイツのFIT制度
　　日本より約１０年先行してスタートしたドイツのFIT制度の概要および現状
４．固定価格買取(FIT)制度スタート後の導入状況
　１０月末における各再生可能エネルギーの種類別・地域別認定容量
５．再生可能エネルギー導入上の課題
　送電網の広域運用、バックアップ電源の確保、蓄電池の利用、北海道電力の風力連系例
６．「再生可能エネルギーの飛躍的導入に向けたイニシアティブ」について
　「洋上風力発電」、「地熱発電」、「バイオマス発電」、「海洋エネルギー」についてのさらなる対策
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